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は　じ　め　に

　福岡県教育委員会では、児童生徒に国語、算数・数学における基礎基本を含む活用力（基礎的・
基本的な知識及び技能と思考力、判断力、表現力等）を育むとともに、地域間の学力向上の取組の
差を解消することを目的として、平成２５年度から小学校５年生～中学校３年生向けの国語、算数・
数学の教材集を作成・配布しました。各学校においては、教材集を授業等で活用し、取組の改善が
図られてきました。
　また、平成２８年度からは、学力向上に係る検証改善サイクルを小学校中学年から一層計画的に
推進するために、小学校４年生向けの教材集を新たに作成してきました。
　この度、本県の学力・学習状況の実態を受けて、教材集の改訂を行いました。
　各学校では、授業の中だけでなく、朝学習の時間や家庭学習等における補充・発展問題としても
活用していただいているところですが、更に、各問題の特質に応じて、先生方の授業づくりや校内
研修の際の参考資料としても活用され、基礎基本を含む活用力の向上に役立てていただくことをお
願いします。

　　令和７年３月
福岡県教育委員会　
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福岡県学力向上教材集　第2学年　数学　単元「式の計算」Ａ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）

  次の（1），（2）の各問いに答えなさい。

（1） 多
た

項
こう

式
しき

－ 4 x2＋ 7 x－ 11の項について，正しいものを下のアからエまでの中から1つ選

び，記号で答えなさい。

ア　項は x2，xである。

イ　項は－ 4 x2，7 xである。

ウ　項は－ 4 x2，7 x，－ 11である。

エ　項は－ 4，x2，7，x，－ 11である。

（2） 多項式 3 x3－ 2 x2＋ 8 xの次数について，正しいものを下のアからエまでの中から1つ

選び，記号で答えなさい。

ア　次数は3である。

イ　次数は5である。

ウ　次数は6である。

エ　次数は9である。

１
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  次の（1），（2）の各問いに答えなさい。

（1） 2（5 a－ 4）－ 3（ a－ 3）の計算の答えについて，正しいものを下のアからエまでの中か

ら1つ選び，記号で答えなさい。

ア　8 a

イ　7 a＋ 1

ウ　7 a－ 17

エ　7 a－ 1

（2） 　　　　－　　　　　を計算しなさい。

２

2 x＋ 5 y

3
x－ 3 y

4
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  次の（1），（2）の各問いに答えなさい。

（1） 3 x－ 4 y＝ 12を yについて解きなさい。

（2） 次の①と②の数を，整数m，nを使って表すとき，正しいものをアからオまでの中から

それぞれ1つ選び，記号で答えなさい。

　①　「連続する2つの奇
き

数
すう

」

ア　n，n＋ 1

イ　2 n，2 n＋ 2

ウ　2 n，2 n＋ 4

エ　2 n－ 1，2 n＋ 3

オ　2 n－ 1，2 n＋ 1

　②　「異なる2つの偶
ぐう

数
すう

」

ア　2 m，2 n

イ　2 n，2 n＋ 1

ウ　m，n

エ　2 n，2 n＋ 2

オ　2 m，2 n＋ 1

３
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福岡県学力向上教材集　第2学年　数学　単元「連立方程式」Ａ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）

  次の（1）と（2）の各問いに答えなさい。

（1） 二元一次方程式 x＋ 2 y＝ 5の解である x， yの値
あたい

の組を，下のアからエまでの中から1

つ選び，記号で答えなさい。

ア　x＝ 2，y＝ 1

イ　x＝ 3，y＝ 2

ウ　x＝ 1，y＝－ 2

エ　x＝－ 1，y＝ 3

（2） 赤ペン3本と消しゴム5個で760円，赤ペン5本と消しゴム4個で920円です。

  赤ペン1本と消しゴム1個の値段を求めるために，赤ペン1本の値段を x円，消しゴム1個

の値段を y円として連立方程式をつくりなさい。

  ただし，つくった連立方程式を解く必要はありません。

１
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  次の問題について考えます。

問題

　ある美術館の入館料は大人1人600円，子ども1人400円です。この美術館に大人

と子どもが合わせて10人で入館したとき，料金の合計は4600円になりました。

　入館した大人の人数と子どもの人数をそれぞれ求めなさい。

 次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

  入館した大人と子どもの人数を求めるために，大人の人数を x人，子どもの人数を y人

として，連立方程式をつくります。

　　　　x＋ y＝ 10　　　　　……①

　　　   　　　　　　　　　　……②

  ①の式は，「入館した大人と子どもの人数の合計」という数量に着目し，それを両辺に

x＋ y，10として表してつくっています。

  同じように，問題の中にある数量に着目し，それを両辺に表すと②の式をつくることが

できます。問題のどの数量に着目しますか。その数量を，下のアからオまでの中から1つ

選び，記号で答えなさい。また，その数量を両辺に表して　　　　　　　　に当てはまる

式をつくりなさい。

ア　入館した大人の人数

イ　入館した子どもの人数

ウ　入館した子どもの料金の合計

エ　入館した大人の料金の合計

オ　入館した大人と子どもの料金の合計

２

記号
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  次の問題について考えます。

問題

　ある中学校の今年度の生徒数は男女合わせて489人で，昨年度の生徒数より11

人減りました。男子は昨年度より5 %増え，女子は昨年度より10 %減りました。

昨年度の男子の生徒数と女子の生徒数を求めなさい。

 次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（1）  この問題を解くために，昨年度の男子の生徒数を x人，昨年度の女子の生徒数を y人

として，連立方程式をつくります。

  次の　　　　　　　　　に当てはまる式として正しいものを，下のアからエまでの中か

ら1つ選び，記号で答えなさい。

　　　　x＋ y＝ 500

　　　  　　　　　　　　　＝ 489

ア　0.05 x＋ 0.9 y

イ　0.05 x－ 0.9 y

ウ　1.05 x＋ 0.9 y

エ　1.05x－ 0.9 y

（2）  （1）の式の他に，もう一通り式のつくり方があります。昨年度の男子の生徒数を x人，

昨年度の女子の生徒数を y人として，連立方程式をつくります。

  次の　　　　　　　　　　に当てはまる式として正しいものを，下のアからエまでの中

から1つ選び，記号で答えなさい。

　　　　x＋ y＝ 500

　　　  　　　　　　　　　＝－ 11

ア　0.05 x－ 0.1 y

イ　0.05 x＋ 0.1 y

ウ　－ 0.05 x＋ 0.1 y

エ　－ 0.05 x－ 0.1 y

３
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  次の（1）と（2）の各問いに答えなさい。

（1）次の表は，ある一次関数について，xの値
あたい

とそれに対応する yの値を表しています。

x … －2 －1 0 1 　2 …
y … 　7 　5 3 1 －1 …

  上の表の xと yの関係を表す式が，下のアからオまでの中にあります。正しいものを 

1つ選び，記号で答えなさい。

ア　y＝－ 2 x

イ　y＝ 3 x－ 2

ウ　y＝ 3 x

エ　y＝－ 2 x＋ 3

オ　y＝－ 2 x＋ 1

（2）  下のアからエまでの表は，yが xの一次関数である関係を表しています。この中から，

変化の割合が3であるものを1つ選び，記号で答えなさい。

ア　

イ　

ウ　

エ　

１

x … －3 －2 －1 0 1 2 3 …
y … －5 －4 －3 －2 －1 0 1 …

x … －3 －2 －1 0 1 2 3 …
y … －6 －3 0 3 6 9 12 …

x … －9 －6 －3 0 3 6 9 …
y … －3 －2 －1 0 1 2 3 …

x … －9 －6 －3 0 3 6 9 …
y … －5 －2 1 4 7 10 13 …

福岡県学力向上教材集　第2学年　数学　単元「一次関数」Ａ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）
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  次の（1），（2）の各問いに答えなさい。

（1） 一次関数 y＝－ 2 x＋ 1について，xの値が4のときの yの値を求めなさい。

（2） 水が8 Ｌ溜
た

まっている水そうに，毎分6 Ｌの割合で，200 Ｌになるまで水を入れます。

水を入れ始めてから x分後の水そうの水の量を y Ｌとするとき，yを xの式で表しなさい。

２
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  下のアからオまでの中に，二元一次方程式2 x－ y＝ 3のグラフがあります。正しいもの
を1つ選び，記号で答えなさい。
３

y

x

55

00 55- 5- 5

- 5- 5

y

x

55

00 55- 5- 5

- 5- 5

y

x

55

00 55- 5- 5

- 5- 5

y

x

55

00
55- 5- 5

- 5- 5

y

x

55

00 55- 5- 5

- 5- 5

ア

ウ

オ

イ

エ
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福岡県学力向上教材集　第2学年　数学　単元「一次関数」Ｂ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）

   遼
りょう

太
た

さんは温度の表し方について調べています。温度の表し方は，私たちがふ

だん使っているセ氏温度（°Ｃ）の他に，カ氏温度（°Ｆ）があります。下の表は，セ氏
温度とカ氏温度の関係を表したものです。

  次の（1）から（4）までの各問いに答えなさい。

セ氏温度（°Ｃ） … 20 … 45 … 100 …
カ氏温度（°Ｆ） … 68 … 113 … 212 …

  表から，セ氏温度を x°Ｃ，カ氏温度を y°Ｆとおくと，㋐ yは xの一次関数になると考え

られることがわかります。

（1）  下線部㋐について，yは xの一次関数になると考えられる理由を答えなさい。

　理由

（2）  yを xの式で表しなさい。

４

-10
-20
-30
-40
-50
10
20
30
40
50
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（3）  セ氏温度が50°Ｃ上がるとき，カ氏温度は何°Ｆ上がりますか。

（4）  遼太さんはセ氏温度について，次のようにまとめました。

まとめ

セ氏温度の1°Ｃは，水が氷る温度を0°Ｃ，水が沸
ふっ

騰
とう

する温度を100°Ｃとして，そ

の間を100等分した温度です。

  遼太さんのまとめを参考にして，カ氏温度の1°Ｆについて「カ氏温度の1°Ｆは，……」

に続く形でまとめなさい。

カ氏温度の1°Ｆは，
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福岡県学力向上教材集　第2学年　数学　単元「図形の調べ方」Ａ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）

  次の（1），（2）の各問いに答えなさい。

（1） 次の図で，平行な2つの直線ℓ，mに1つの直線が交わっています。

  このとき，∠ xの錯
さっ

角
かく

について，下のアからオまでの中から正しいものを1つ選び，記

号で答えなさい。

ア　∠ xの錯角は，∠ aである。

イ　∠ xの錯角は，∠ bである。

ウ　∠ xの錯角は，∠ cである。

エ　∠ xの錯角は，∠ dである。

オ　∠ xの錯角は，∠ aから∠ dまでの中にはない。

１

a

b

c

d
m

ℓ

x

n
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（2） 図1の六角形において，∠Ａ＝ 120°となる頂点Ａを取り除いて図2の五角形をつくりま

した。

  図2の五角形の内角の和は，図1の六角形の内角の和と比べてどうなりますか。下のア

からオまでの中から正しいものを1つ選び，記号で答えなさい。

ア　図2の五角形の内角の和は，図1の六角形の内角の和より120°小さくなる。

イ　図2の五角形の内角の和は，図1の六角形の内角の和より180°小さくなる。

ウ　図2の五角形の内角の和は，図1の六角形の内角の和より360°小さくなる。

エ　図2の五角形の内角の和は，図1の六角形の内角の和と変わらない。

オ�　図2の五角形の内角の和は，図1の六角形の内角の和と比べてどうなるかは，問題

の条件だけでは決まらない。

A120°

図1 図2
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  健太さんは下の五角形について，外角の和を求めようとしています。

  健太さんの考え方

　どの頂点でも，内角と外角の和は　 ア 　°になります。

したがって，5つの頂点の内角と外角の和をすべて加えると，

　 ア 　°× 5＝　 イ 　°になります。

五角形の　 ウ 　の和は180°×（5－ 2）＝ 540°なので，

五角形の外角の和は，　 イ 　°－ 540°＝　 エ 　°になります。

健太さんの考え方にある　 ア 　から　 エ 　に当てはまる数字や言葉を答えなさい。

ア イ ウ エ

２
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福岡県学力向上教材集　第2学年　数学　単元「図形の性質と証明」Ａ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）

  下の図においてＡＢ＝ＡＣ，Ｄが線分ＢＣの中点ならば，∠ＡＢＤ＝∠ＡＣＤとなりま
す。

  次の（1），（2）の各問いに答えなさい。

（1） 上の仮定と結論について，正しいものを下のアからエまでの中から1つ選び，記号で答

えなさい。

ア　仮定：∠ＡＢＤ＝∠ＡＣＤ

　　結論：ＡＢ＝ＡＣ，Ｄが線分ＢＣの中点である

イ　仮定：ＡＢ＝ＡＣ

　　結論：Ｄが線分ＢＣの中点である，∠ＡＢＤ＝∠ＡＣＤ

ウ　仮定：ＡＢ＝ＡＣ，∠ＡＢＤ＝∠ＡＣＤ

　　結論：Ｄが線分ＢＣの中点である

エ　仮定：ＡＢ＝ＡＣ，Ｄが線分ＢＣの中点である

　　結論：∠ＡＢＤ＝∠ＡＣＤ

（2） このことを証明するときに使う三角形の合同条件を答えなさい。

１

A

DB C
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  次の問題について考えます。

問題

右の図のように，∠ＡＯＢの二等分線上にある点Ｐ

から線分ＯＡ，ＯＢに垂
すい

線
せん

をひき，交点をそれぞれ

Ｑ，Ｒとします。このとき，ＰＱ＝ＰＲとなること

を証明しなさい。

△ＯＰＱ≡△ＯＰＲであることを利用して，このことを証明しました。

証明

△ＯＰＱと△ＯＰＲにおいて，

仮定より，∠ＰＯＱ＝∠ＰＯＲ　　　……①

　　　　∠ＯＱＰ＝∠ＯＲＰ＝90°　  ……②

共通な辺なので，ＯＰ＝ＯＰ　　　　……③

①，②，③より，　　　　　　　　　　　　　　　　ので，△ＯＰＱ≡△ＯＰＲ

合同な図形の対応する辺は等しいので，ＰＱ＝ＰＲ

上の証明の　　　　　　　　　　　　　　　　に当てはまる直角三角形の合同条件を答え

なさい。

２

A

P

BRO

Q
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  次の図のように，平行四辺形ＡＢＣＤの対角線ＢＤ上に，ＢＥ＝ＤＦとなるように2点Ｅ，
Ｆをとります。

  このとき，四角形ＡＥＣＦは平行四辺形になります。このことを次のように証明しました。

証明

平行四辺形ＡＢＣＤにおいて，　　　　　　ア　　　　　　ので，

ＯＡ＝ＯＣ　……①

ＯＢ＝ＯＤ　……②

仮定より，ＢＥ＝ＤＦ　……③

ここで，ＯＥ＝ＯＢ－ＢＥ，ＯＦ＝ＯＤ－ＤＦ　……④

②，③，④より，ＯＥ＝ＯＦ　……⑤

①，⑤より四角形ＡＥＣＦにおいて，　　　　　　ア　　　　　　ので，

四角形ＡＥＣＦは平行四辺形である。

  上の証明にある　　　　　　ア　　　　　　には，平行四辺形の性質が入ります。こ

の条件を答えなさい。

３

A

B

D

O

F

E
C
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福岡県学力向上教材集　第2学年　数学　単元「図形の性質と証明」Ｂ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）

  美波さんは，次の問題について考えています。

問題

　図１の□ＡＢＣＤを，対角線ＢＤを折り目にして図２のように折りました。

折ったあとの頂点Ｃの位置を頂点Ｅ，線分ＡＤと線分ＢＥの交点をＦとします。

　このとき，△ＡＢＦ≡△ＥＤＦとなることを証明しなさい。

  美波さんは，次のような証明の方針を考えました。この証明の方針にもとづいて，

　△ＡＢＦ≡△ＥＤＦを証明することができます。

証明の方針

1 　 対角線ＢＤで折り返してできる図形なので，△ＢＥＤ≡△ＢＣＤがいえる。

2 　平行四辺形の性質からＡＢ＝ＣＤ，∠ＢＡＦ＝∠ＢＣＤがいえる。

3 　 1 と 2 を利用して進めていくと，△ＡＢＦ≡△ＥＤＦが証明できそうだ。

４

A D

B C

A F
E

D

B C

図1 図2
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  美波さんは証明の方針にしたがって，次のように証明しました。

証明

　対角線ＢＤで折り返してできる図形なので，△ＢＥＤ ≡ △ＢＣＤとなる。

　したがって，ＥＤ ＝ ＣＤ　……①

　　　 ア 　　　ので，ＡＢ ＝ ＣＤ　……②

①，②より，ＡＢ ＝ ＥＤ　……③

　また，　　　 イ 　　　ので，∠ＢＡＦ ＝ ∠ＢＣＤ　……④

△ＢＥＤ ≡ △ＢＣＤだから， ∠ＢＥＤ ＝ ∠ＤＥＦ ＝ ∠ＢＣＤ　……⑤

④，⑤より， ∠ＢＡＦ ＝ ∠ＤＥＦ　……⑥

　△ＡＢＦと△ＥＤＦにおいて，

対頂角は等しいので，∠ＡＦＢ ＝ ∠ＥＦＤ　……⑦

　また，三角形の内角の和は180°だから，

∠ＢＡＦ ＋ ∠ＡＦＢ ＋ ∠ＦＢＡ＝180°

∠ＤＥＦ ＋ ∠ＥＦＤ ＋ ∠ＦＤＥ＝180°

⑥，⑦より，∠ＦＢＡ ＝ ∠ＦＤＥ　……⑧

③，⑥，⑧より　　　 ウ 　　　から，

△ＡＢＦ ≡ △ＥＤＦ

  次の（1），（2）の各問いに答えなさい。

（1）  上の証明の　　 ア 　　，　　 イ 　　には平行四辺形の性質が入ります。その性質を

それぞれ答えなさい。

ア

イ

（2）  上の証明の　　 ウ 　　に当てはまる，三角形の合同条件を答えなさい。

ウ

A F
E

D

B C
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  次の（1）と（2）の各問いに答えなさい。

（1） 遼
りょう

太
た

さんは，右の図の五角形ＡＢＣＤＥと面積が等しい

四角形ＡＢＣＦを次の手順で作図しました。

①　ＡとＤを結ぶ。

②　Ｅを通り，線分ＡＤに平行な直線を引き，線分ＣＤ

の延長上との交点をＦとする。

③　ＡとＦを結ぶ。

④　五角形ＡＢＣＤＥと面積が等しい四角形ＡＢＣＦを

作図できた。

５

A

B
E

C D

A

B
E

C D

A

B
E

FC D

A

B
E

FC D

A

B

C F
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  遼太さんの作図は，ある2つの三角形の面積が等しくなることを利用しています。その2

つの三角形について，正しいものを下のアからエまでの中から1つ選び，記号で答えなさ

い。

ア　△ＡＤＥと△ＡＥＦ

イ　△ＡＤＥと△ＡＤＦ

ウ　△ＡＤＦと△ＤＥＦ

エ　△ＡＥＦと△ＤＥＦ

（2）  遼太さんはさらに，（1）と同じ方法で，右の四角形ＡＢＣＦ

と面積が等しい三角形ＡＦＧを作図しようとしています。

  この作図手順を（1）の①から③の文を参考にして書きなさ

い。ただし，頂点Ｇは線分ＦＣの延長上にとるものとします。

①

②

③

④　四角形ＡＢＣＦと面積が等しい三角形ＡＦＧを作図できた。

A

B

C F
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福岡県学力向上教材集　第2学年　数学　単元「確率」Ａ問題

� （　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　）

  次の（1）から（3）までの各問いに答えなさい。

  下の表は，100円硬
こう

貨
か

を1000回投げる実験をしたとき，表の出る回数を調べたものです。

投げた回数 100 300 500 700 1000

表が出た回数 61 171 265 343 503

表が出た相対度数 0.61 0.57 0.49 0.50

（1）  表の　　　　に当てはまる相対度数を求めなさい。

（2）  この実験をもとにして，表が出る相対度数について正しく記述しているものを下のア

からエまでの中から1つ選び，記号で答えなさい。

ア�　100円硬貨を投げる回数が多くなるにつれて，表が出た相対度数のばらつきは大き

くなる。

イ 　100円硬貨を投げる回数がどれだけ多くなったとしても，表が出た相対度数に変化

はなく，一定である。

ウ�　100円硬貨を投げる回数が多くなるにつれて，表が出た相対度数のばらつきは小さ

くなり，その値
あたい

は0.5に近づく。

エ�　100円硬貨を投げる回数がどれだけ多くなったとしても，表が出た相対度数の値は

大きくなったり小さくなったりして，一定の値には近づかない。

（3）  この実験から，100円硬貨の表が出ることと裏が出ることは同様に確からしいといえま

す。その理由を下のアからウまでの中から1つ選び，記号で答えなさい。

ア　100円硬貨を1000回投げたとき，ちょうど500回表が出たから。

イ　表が出た相対度数は，100円硬貨を投げる回数が多くなるほど，0.5に近づくから。

ウ�　表が出た相対度数が，投げた回数によって，0.5より大きくなったり，小さくなっ

たりするから。

１
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  次の（1），（2）の各問いに答えなさい。

（1） 大小2つのさいころがあります。この2つのさいころを同時に投げるとき，出る目の和が

6になる確率を求めなさい。ただし，どちらのさいころも1から6までの目の出方は，同様

に確からしいものとします。

（2）  Ａさん，Ｂさんの2人がじゃんけんをするときのグー，チョキ，パーの出し方について，

すべての場合を表したのが下の樹
じゅ

形
けい

図
ず

です。

  このとき，Ａさんがじゃんけんに負けない確率について， 正しいものを下のアからエま

での中から1つ選び，記号で答えなさい。

ア　Ａさんがじゃんけんに負けない確率は　である。

イ　Ａさんがじゃんけんに負けない確率は　である。

ウ　Ａさんがじゃんけんに負けない確率は1である。

エ�　Ａさんがじゃんけんに負けない確率は，この条件だけでは求まらない。

２

1
3
2
3

BさんAさん

グー
グー

パー
チョキ

チョキ
グー

パー
チョキ

パー
グー

パー
チョキ
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  5枚のカード 3，4，5，6，7の中から同時に2枚のカードを取り出します。
  このとき，次の（1），（2）の各問いに答えなさい。

（1） 取り出したカードの2数の和が1けたの数になる確率について，正しいものを下のアから

エまでの中から1つ選び，記号で答えなさい。

ア　　

イ　　

ウ　　

エ　　

（2）  取り出したカードの2数の積が偶
ぐう

数
すう

になる確率を求めなさい。

３

2
5
3
5
1
5
3
20


